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　３
・
11
か
ら
７
年
が
経
過
、
風

化
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　三
陸
沿
岸
都
市
会
議
は
、
７
市

（
八
戸
市
、
久
慈
市
、
宮
古
市
、

釜
石
市
、
大
船
渡
市
、
陸
前
高
田

市
、
気
仙
沼
市
）
の
持
続
的
発
展

に
必
要
不
可
欠
な
リ
ア
ス
・
ハ
イ

ウ
ェ
イ
の
早
期
実
現
大
会
を
昭
和

58
年
か
ら
持
ち
回
り
で
開
催
、
３

・
11
以
降
も
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
久
慈
市
で
の
35
回
記
念

大
会
に
出
席
、「
命
の
道
」
で
あ

る
リ
ア
ス
・
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
早
期

完
成
と
そ
の
活
用
を
期
待
し
、
エ

ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　復
興
道
路
「
三
陸
沿
岸
道
路
」

は
、
東
北
地
方
整
備
局
が
中
心
と

な
り
、
他
地
方
整
備
局
職
員
及
び

民
間
の
支
援
を
受
け
復
興
・
創
生

期
間
内
完
成
目
途
に
鋭
意
事
業
が

推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　気
仙
沼
人
力
車
木
遣
会
は
、
32

年
に
亘
り
さ
ま
ざ
ま
な
式
典
に
人

力
車
や
木
遣
り
を
披
露
す
る
な
ど

の
地
道
な
活
動
を
継
続
、
先
述
の

久
慈
市
大
会
に
も
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
沿
岸
７
市
の
市
民
レ
ベ
ル
の

絆
、
連
携
の
強
さ
を
痛
感
す
る
と

共
に
東
北
人
の
粘
り
強
い
行
動
力

に
打
た
れ
ま
す
。
平
成
８
年
８
月

に
は
、
三
陸
縦
貫
道
路
早
期
完
成

の
悲
願
を
訴
え
る
た
め
、
沿
線
２

市
５
町
と
連
携
、
気
仙
沼
か
ら
仙

台
の
東
北
地
方
建
設
局
（
現
整
備

局
）
ま
で
の
１
５
０
㌔
を
人
力
車

で
５
日
間
駆
け
抜
け
る
と
い
う
粋

な
行
動
力
も
想
起
さ
れ
ま
す
。

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
ネ
ッ

ト
も
、
高
校
生
を
主
体
に
国
道
６

号
の
清
掃
や
ま
ち
づ
く
り
を
考
え

る
地
道
な
活
動
を
10
数
年
継
続
し

て
い
ま
す
。
３
・
11
に
め
げ
ず
30

年
後
の
故
郷
に
桜
並
木
を
残
そ
う

と
発
意
、〝
ふ
く
し
ま
浜
街
道
・

桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〟
活
動
を
新
展

開
、
そ
の
維
持
管
理
等
の
た
め
ク

ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
４
月

13
日
ま
で
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

支
援
を
戴
け
れ
ば
幸
い
で
す
（
検

索
は
「
復
興
桜
２
万
本
」
で
）。

　斯
様
な
草
の
根
的
活
動
を
支

援
、
時
空
間
を
越
え
た
絆
、
連
携

を
強
化
し
、
ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

へ
、
安
全
で
良
好
な
住
生
活
環
境

と
な
り
、
復
興
・
創
生
さ
れ
ん
こ

と
を
祈
念
し
た
い
。
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復
興
続
く
３
・
11
か
ら
７
年
の
東
北

　憲
法
改
正
論
議
が
本
格
的
に
始

ま
っ
て
い
る
が
、
お
か
し
な
こ
と

が
あ
る
。
憲
法
改
正
は
知
性
と
理

性
に
基
づ
い
て
議
論
す
る
も
の
と

思
う
が
、
感
情
に
基
づ
い
た
問
題

提
議
が
さ
れ
て
い
る
。「
現
憲
法

は
占
領
軍
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
か

ら
改
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
提
議
は
、
現
憲
法
の
内
容

に
つ
い
て
の
提
議
で
は
な
い
。
憲

法
を
作
っ
た
人
間
が
誰
で
あ
れ
、

内
容
が
日
本
に
ふ
さ
わ
し
い
な
ら

憲
法
と
し
て
機
能
す
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
つ
は
「
安

あ
る
。
い
く
ら
立
派
な
軍
備
を
し

て
も
食
糧
の
補
給
が
途
絶
え
た
軍

隊
は
勝
利
で
き
な
い
。
先
の
大
戦

で
も
兵
士
の
死
亡
原
因
の
大
半
が

餓
死
だ
っ
た
。
国
内
周
辺
が
戦
場

と
な
る
個
別
的
自
衛
戦
争
よ
り
、

海
外
が
戦
場
と
な
る
集
団
的
自
衛

戦
争
に
お
い
て
、
食
糧
問
題
は
勝

敗
の
決
定
的
要
因
と
な
る
。

　朝
鮮
半
島
有
事
の
場
合
に
は
自

衛
隊
の
食
糧
確
保
問
題
と
と
も

に
、
日
本
に
来
る
と
思
わ
れ
る
半

島
難
民
の
食
糧
確
保
が
大
き
な
問

題
と
な
る
。
ド
イ
ツ
は
難
民
を
80

万
人
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
日
本

の
場
合
は
何
人
に
な
る
か
分
か
ら

な
い
。
し
か
し
、
防
災
問
題
と
同

様
に
想
定
を
し
な
け
れ
ば
対
策
は

立
て
ら
れ
な
い
。

　難
民
を
１
０
０
万
人
と
想
定
し

た
場
合
、
ど
の
よ
う
な
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
か
。
難
民
が

コ
メ
を
１
日
３
合
食
べ
る
と
仮
定

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

　１
日
当
り
３
合
×
１
０
０
万
人

＝
３
０
０
万
合
＝
30
万
升
＝
3
万

斗
＝
３
０
０
０
石
。
３
０
０
０
石

を
㌔
㌘
換
算
す
る
と
３
０
０
０
石

×
１
５
０
㌔
＝
45
万
㌔
＝
４
５
０

㌧
。
１
日
当
り
難
民
全
体
で
４
５

０
㌧
必
要
と
な
り
、
年
間
で
は
16

万
５
０
０
０
㌧
と
な
る
。
現
在
の

日
本
の
食
料
備
蓄
は
１
０
０
万
㌧

な
の
で
、
難
民
想
定
が
１
０
０
万

人
な
ら
対
応
で
き
る
が
、
６
０
０

万
人
に
な
れ
ば
１
年
で
備
蓄
は
底

を
つ
い
て
し
ま
う
。

　防
衛
問
題
と
食
糧
問
題
を
論
ず

る
時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は

経
済
封
鎖
だ
。
北
朝
鮮
は
現
在
、

経
済
制
裁
で
肥
料
が
不
足
し
、
食

糧
生
産
が
停
滞
し
て
い
る
と
言
わ

れ
る
。
経
済
封
鎖
で
は
石
油
等
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
問
題
視
さ
れ
る

が
、
島
国
に
お
い
て
は
食
糧
が
一

番
切
実
な
問
題
だ
。

　第
２
次
大
戦
で
は
イ
ギ
リ
ス

が
ド
イ
ツ
の
潜
水
艦
に
よ
っ
て

食
糧
輸
入
が
不
可
能
に
な
っ
た
。

キ
ュ
ー
バ
は
ミ
サ
イ
ル
危
機
以

降
、
経
済
封
鎖
さ
れ
た
た
め
肥
料

の
輸
入
が
途
絶
え
た
。
化
学
肥
料

の
輸
入
が
途
絶
え
た
結
果
、
有
機

農
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
込
ま
れ
、
今
日
ま
で
来
て
い

る
。
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    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　「
ブ
ラ
ン
ド
」
と
は
、
広
義

に
は
単
に
商
品
の
標
章
・
銘
柄

・
商
標
だ
が
、
狭
義
に
は
品
質

が
高
い
と
認
知
さ
れ
た
商
品
等

の
名
称
を
指
す
。
品
質
の
「
お

約
束
」
と
も
言
え
る
。
国
交
省

の
登
録
を
受
け
る
こ
と
で
「
道

の
駅
」
の
名
称
使
用
が
可
能
と

な
る
が
、
狭
義
の
「
道
の
駅
ブ

ラ
ン
ド
」
が
約
束
す
る
優
れ
た

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ

る
の
は
、
各
道
の
駅
の
役
割
と

な
る
。「
お
約
束
」
は
、
国
交

省
が
課
し
て
い
る
24
時
間
利
用

可
能
な
清
潔
な
ト
イ
レ
等
に
加

え
、
直
売
所
に
お
け
る
超
新
鮮

な
地
元
産
農
水
産
物
や
こ
れ
ら

を
使
っ
た
特
徴
あ
る
飲
食
サ
ー

ビ
ス
・
特
産
品
販
売
が
デ
フ
ァ

ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。
お
約
束

で
あ
る
以
上
、
例
外
は
極
力
排

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　そ
し
て
、
お
客
様
か
ら
の
要

求
レ
ベ
ル
は
さ
ら
に
進
化
す

る
。
平
成
初
期
の
道
の
駅
発

足
当
初
で
あ
れ
ば
、「
水
洗
式

の
定
期
的
に
清
掃
さ
れ
る
ト
イ

レ
」
と
い
う
レ
ベ
ル
で
満
足
で

あ
ろ
う
。
し
か
し
、
今
や
鉄
道

駅
・
列
車
内
や
高
速
道
路
の
Ｓ

Ａ
／
Ｐ
Ａ
の
ト
イ
レ
で
ア
ン
モ

ニ
ア
臭
を
感
じ
る
こ
と
は
珍
し

く
な
っ
た
。
高
い
レ
ベ
ル
で
の

清
掃
が
行
わ
れ
、
背
景
に
は
清

掃
知
識
や
洗
剤
の
進
化
が
あ

る
。
洗
浄
式
や
多
機
能
型
な
ど

の
最
新
式
の
設
備
に
加
え
、
高

水
準
の
清
掃
に
よ
り
、
ト
イ
レ

ら
し
く
な
い
超
清
潔
な
空
間
を

提
供
す
る
。
洗
剤
メ
ー
カ
ー
や

ト
イ
レ
設
備
メ
ー
カ
ー
の
無
料

セ
ミ
ナ
ー
を
利
用
す
る
と
、
最

新
の
技
術
情
報
を
入
手
で
き

る
。　福

島
県
の
新
駅
「
国
見
あ
つ

か
し
の
郷
」
で
は
、
平
日
は
日

に
５
回
、
休
日
は
清
掃
チ
ー
ム

が
連
続
作
業
で
ト
イ
レ
の
清
掃

に
あ
た
り
、
超
清
潔
な
状
態
を

維
持
し
て
い
る
＝
写
真
。
清
潔

な
ト
イ
レ
が
集
客
力
の
源
泉
の

一
つ
と
い
う
の
は
、
道
の
駅
の

制
度
発
足
当
初
か
ら
の
コ
ン
セ

プ
ト
で
あ
り
、25
年
経
っ
た
今
、

現
代
流
に
進
化
し
て
徹
底
さ
れ

て
い
た
。

　一
方
で
、
年
月
を
経
た
道
の

駅
で
、
時
代
に
合
わ
な
い
管
理

水
準
の
ト
イ
レ
が
稀
に
見
受
け

ら
れ
る
。
ト
イ
レ
の
管
理
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
道
の

駅
運
営
者
相
互
で
情
報
交
換
を

行
い
、
助
け
合
っ
て
、
ブ
ラ
ン

ド
の
お
客
様
へ
の
「
お
約
束
」

を
守
り
、
更
な
る
高
み
を
目
指

す
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
中
小
企
業
診
断
士

　
牧
哲
史
）

皆
で
高
め
る
「
道
の
駅
」
ブ
ラ
ン
ド

NPO生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 防
衛
問
題
と
食
糧
問
題

８

倍
政
権
の
時
に
憲
法
改
正
す
る
の

は
反
対
」
と
い
う
世
論
調
査
の
結

果
だ
。
憲
法
改
正
は
時
の
総
理
大

臣
が
誰
で
あ
れ
、
改
正
の
必
要
が

あ
れ
ば
す
る
も
の
で
は
な
い
の

か
。
い
ず
れ
も
「
坊
主
憎
け
り
ゃ

袈
裟
ま
で
憎
い
」の
類
の
論
理
だ
。

　防
衛
問
題
を
論
ず
る
時
に
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は
食
糧
問
題
で

コメの生産と消費
太閤検地前 太閤検地時 現在 経済封鎖時

１人１日消費量 ３合 ３合 １合 ３合
１人年間消費量 １石（1000 合）１石（1000 合）４斗（400 合） １石（1000 合）
１石生産必要面積 １反（360 坪） １反（300 坪） ４畝（100 坪） ４畝（100 坪）
水田面積 150 万町歩 200 万町歩 200 万町歩 250 万町歩
生産石高 1500 万石 2000 万石 6000 万石 7500 万石
扶養可能人口 1500 万人 2000 万人 ？ 7500 万人

コ
メ
の
計
量
マ
ス
と
精
米
機

しおのえ
赤松仁志店長

　県下唯一の温泉郷「塩江温泉」中心

香川県高松市塩江町安原上東 390-21
国道 193 号　TEL.087-893-1378

部にあります。物産館では地元ふじかわ牧場の
ソフトクリームが濃厚なのに後味サッパリと人気
で、産直コーナーは高冷地の新鮮野菜がいっぱい。
周辺では４月さくらまつり、６月ほたるまつり、
８月温泉まつり、11月もみじまつりが見もの。

萩・さんさん三見
粟畑康一駅長

　萩市の西の玄関口、海と山の恵みが豊

山口県萩市三見 1028-2
国道 191 号 / 萩・三隅道路　TEL.0838-27-0041

富で、ビワ、柿、甘夏などの果物類が人気。６月
のビワ収穫祭は恒例の種飛ばし大会で賑わいます。
地元漁協女性部運営の食堂は新鮮な魚介や地域の
食材にこだわったメニューで、目前に島々の浮か
ぶ日本海を眺めながらの食事が最高です。

上天草さんぱーる
何川嘉一支配人

　天草諸島の玄関口である大矢野町の中

熊本県上天草市大矢野町中 11582-24
国道 266 号　TEL.0964-58-5600

心部に位置し、温暖な気候を活かして栽培された
野菜や柑橘をはじめ、特産品である花き類、早朝
に水揚げされた漁師直送の鮮魚類などを販売して
います。レストランでは、その新鮮な旬の魚をふ
んだんに使った海鮮丼を食べることができます。
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　中
国
が
黄
海
・
東
シ
ナ
海
・
南

シ
ナ
海
か
ら
イ
ン
ド
洋
に
抜
け
る

海
域
を
封
鎖
す
る
可
能
性
は
、
想

定
外
と
片
付
け
て
良
い
の
だ
ろ
う

か
。　平

和
憲
法
が
あ
れ
ば
海
上
封
鎖

さ
れ
て
も
元
寇
の
よ
う
に
神
風
が

吹
く
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
経
済

封
鎖
さ
れ
て
い
な
い
状
況
の
な
か

で
食
料
自
給
率
は
40
％
を
切
っ
て

い
る
が
、
経
済
封
鎖
さ
れ
た
場
合

を
想
定
し
て
み
よ
う
。

　日
本
は
戦
後
、
化
学
肥
料
や
農

薬
を
使
っ
た
近
代
農
業
に
転
換
し

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切 は 平 成 30 年 ６ 月 30 日

（土）。宛先は、〒 102-0075
東京都千代田区三番町７－
１朝日三番町プラザ　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

人
生
き
残
れ
る
か
？

　難
民
対
応

ま
で
考
え
た
場
合
、
餓
死
が
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　憲
法
は
国
民
の
生
命
と
健
康
と

財
産
を
守
る
た
め
に
存
在
し
、
国

民
は
憲
法
に
よ
っ
て
国
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
出
来
る
。
現
在

の
憲
法
改
正
で
は
有
事
の
際
の
自

衛
隊
の
こ
と
だ
け
が
論
じ
ら
れ
て

い
る
が
、
本
当
の
有
事
対
応
と
は

軍
備
と
食
糧
を
セ
ッ
ト
で
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　有
事
対
応
の
中
に
は
戦
争
だ
け

で
な
く
災
害
も
含
ま
れ
る
が
、
わ

が
国
に
は
ス
イ
ス
の
国
土
利
用
の

よ
う
に
農
地
の
有
事
対
応
に
つ
い

て
の
議
論
は
な
い
。
40
万
㌶
の
耕

「未知の世界」への誘いを！

青木辰司氏東洋大学教授

　都
市
と
農
村
の
対
等
で
互
酬
的
な

双
方
的
関
係
を
目
指
す
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
。
日
本
で
政
策
が
開
始

し
て
四
半
世
紀
が
た
ち
、
新
た
な
可

能
性
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
農
泊
」（
農
村
民
泊
）。
豊

か
な
農
村
の
魅
力
を
体
感
す
る
滞
在

型
の
旅
行
の
展
開
で
あ
る
。

　そ
の
背
景
に
政
府
の
強
力
な
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
支
援
政
策
が
あ
る
。今
後
、

全
国
５
０
０
地
区
で
農
泊
の
事
業
が

展
開
さ
れ
、
外
国
人
旅
行
者
を
地
方

に
誘
致
し
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　英
国
の
田
園
地
域
の
魅
力
に
取
り

つ
か
れ
て
30
年
。
英
国
人
の
多
く
は

日
本
を
「
極
東
の
国
」
と
し
て
遠
い

存
在
と
し
て
と
ら
え
、
日
本
の
文
化

や
日
本
人
の
価
値
観
へ
の
認
識
は
高

く
な
い
。
そ
う
し
た
欧
米
を
は
じ
め

と
す
る
諸
外
国
か
ら
の
旅
行
者
を
、

東
京
や
京
都
、
富
士
山
へ
の
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
ル
ー
ト
」
以
外
の
地
域
へ
の

誘
致
に
関
す
る
知
恵
が
問
わ
れ
る
。

　今
年
２
月
に
は
一
般
社
団
法
人
日

本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会
が
設
立
さ

れ
、
筆
者
も
品
質
評
価
支
援
研
究
所

長
と
し
て
、
確
か
な
農
泊
の
普
及

に
努
め
る
予
定
で
あ
る
。

　司
馬
遼
太
郎
は
熊
本
県
人
吉
地

方
を
、「
日
本
で
最
も
豊
か
な
隠

れ
里
」
と
称
し
た
。

　道
の
駅
は
、
こ
う
し
た
「
未
知

の
世
界
」
へ
の
道
標
と
し
て
の
意

義
を
有
す
る
。
奥
深
い
日
本
の
地

方
文
化
、
そ
の
文
化
を
育
み
つ
な

13

作
放
棄
地
に
対
す
る
有
事
対
応
の

議
論
も
無
く
、
地
域
環
境
保
全
を

前
提
と
し
た
農
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
も
国
民
的
議
論
は
無
い
。

　憲
法
改
正
で
自
衛
隊
の
存
在
を

明
記
し
て
国
民
の
認
識
を
新
た
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
に
食
糧

を
生
産
し
地
域
の
環
境
を
保
全
す

る
農
業
と
農
家
の
存
在
を
憲
法
に

明
記
し
、
国
民
の
認
識
を
新
た
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　国
民
の
生
命
を
守
れ
な
い
国
家

は
存
在
出
来
な
い
し
、
そ
の
時
に

日
本
人
は
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
（
民
族

と
し
て
の
出
身
国
や
地
域
を
離
れ

て
生
活
を
送
る
集
団
）
と
な
る
運

命
が
待
っ
て
い
る
。

自
給
率
40
％
弱
て
米
の
生
産
数
量
は
飛
躍
的
に
増

加
し
た
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
と
同

様
に
近
代
農
法
に
必
要
な
資
材
や

燃
料
が
経
済
封
鎖
で
輸
入
で
き
な

く
な
れ
ば
ど
う
な
る
か
。

　肥
料
や
農
薬
が
無
い
場
合
の
米

の
生
産
は
自
然
農
法
に
な
り
、
江

戸
時
代
の
生
産
数
量
で
あ
る
１
反

当
り
２
石
弱
に
な
る
と
予
想
さ
れ

る
（
太
閤
検
地
の
時
代
は
１
反
当

り
１
石
） 

。
現
在
の
平
均
的
生
産

数
量
１
反
当
り
６
石
の
３
分
の
１

に
な
っ
て
し
ま
う
。
現
在
の
米
の

生
産
数
量
１
０
０
０
万
㌧
が
３
０

０
万
㌧
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を

意
味
す
る
。

　こ
の
想
定
数
量
で
日
本
人
は
何

い
で
き
た
人
々
と
の
交
流
を
重

ね
、
心
と
心
の
交
流
を
深
め
る
。

そ
う
し
た
人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
役

目
こ
そ
、
道
の
駅
の
大
き
な
価
値

と
い
え
る
。

　確
か
な
情
報
発
信
に
よ
っ
て
、

感
動
交
流
が
創
造
さ
れ
る
公
共
施

設
と
し
て
の
意
義
を
、
多
く
の
道

の
駅
で
体
現
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　◇

日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協
会

　日
本
の
地
方
を
元
気
に
し
よ
う

と
す
る
全
国
の
関
係
組
織
・
団
体

の
力
を
結
集
し
、
農
林
水
産
省
の

掲
げ
る
「
農
泊
」
お
よ
び
「
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
」
を
営
む
事
業
者

の
支
援
を
通
し
て
、
旅
行
者
が

繰
り
返
し
訪
れ
た
く
な
る
地
域

の
魅
力
を
創
り
出
し
、
そ
の
品

質
向
上
・
維
持
・
情
報
発
信
に

よ
っ
て
、
国
際
水
準
に
合
致
し

た
「C

ountryside Stay 

市
場
」

を
確
立
す
る
こ
と
で
、
日
本
国
内

に
お
け
る
農
山
漁
村
の
所
得
向

上
、
地
域
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま

す
。（
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

「道の駅」の情報取得に関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．「道の駅」の情報を取得する際、最も活用している情報媒体は？

該当するものを１つ選択するとともに、その理由をお聞かせください。

①「道の駅」連絡会ＨＰ 　② 国土交通省ＨＰ　　③ 個別道の駅ＨＰ

④ テ レ ビ　 ⑤ 書 籍・ 雑 誌　 ⑥ 広 告・ チ ラ シ　 ⑦ Ｓ Ｎ Ｓ

(twitter,facebook 等 )　⑧ 道の駅関連携帯アプリ　⑨ その他

（⑨を選択した場合は、その回答の理由も記入して下さい）

Ｑ２．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体を活用して、「道

の駅」の情報を取得する際の目的についてお聞かせ下さい。

① 位置・アクセス情報の把握 ② 地域情報の把握　

 ③ イベント情報の把握  ④ 観光・体験情報の把握

⑤ 施設情報の把握  ⑥ 特産品の把握

⑦ 駐車場施設情報 ( 急速充電器、車中泊者用駐車場の有無等 ) の把握

⑧ その他

Ｑ３．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体について、良い点

をお聞かせ下さい。

Ｑ４．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体について「道の駅」

の情報を取得する際に不便に感じていることがありましたら、その内

容をお聞かせ下さい。

Ｑ５．Ｑ１で最も活用していると回答した情報媒体について、情報取

得やその他「新たにこんなことが出来たら良いな」と思うものがあり

ましたら、ご意見をお聞かせ下さい。

（Ｑ６　今回この新聞を入手した「道の駅」を教えて下さい。

　ａ）　（ 　　　　　）都、道、府、県　　ｂ）　（駅名　　　　　）

Ｑ７　この道の駅を訪れたのは、今回で何回目ですか？

　①今回初めて　　②　（　　　　）回目

Ｑ１： ①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧　　⑨
⑨を選択した場合は、その回答の理由も記入して下さい）

（ ）
Ｑ２： ①　　②　　③　　④　　⑤　　⑥　　⑦　　⑧
Ｑ３

（ ）
Ｑ４

（ ）
Ｑ５

（ ）
Ｑ６　　ａ）　（ 　　　　　　）都、道、府、県
　　　　ｂ）　（駅名　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ７　　①　　　②（　　　　　）回目
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

（ ）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

たいら
野原武次駅長

　大自然につつまれた駅周辺には、世

富山県南砺市東中江 215
国道 156 号　TEL.0763-66-2223

界遺産の五箇山合掌造り集落をはじめ、歴史ある
合掌造り家屋や数々の温泉施設がある。食事は、
山菜や固豆腐、岩魚など地元産食材を使った料理
が人気。五箇山和紙の手すき体験は誰もが夢中に
なる楽しさで、伝統文化を体感できます。

川のみなと長井
黒田正義駅長

　長井は最上川舟運文化の起点で、駅建

山形県長井市東町 2-50
国道 287 号   TEL.0238-87-1121

物は今も一部に残る豪商の蔵をイメージしました。
観光案内所は３６５日対応し、無料で乗れる循環観
光バスや電動自転車の無料レンタルも。地域の農産
物をフルに活用したフードコーナーが好評で、農産
物・お土産品の販売も豊富に取り揃えています。

おがわら湖
蛯名定光駅長

　小川原湖の玄関口にあり、地元特産

青森県東北町上野南谷地 122
県道 8 号　 TEL. 0176-58-1122

の長芋、にんにくなどの野菜が大好評で、手造
りの惣菜や漬物も豊富です。小川原湖特産の大
和しじみは通年販売、ワカサギ、シラウオ、モ
クズガニは期間限定販売ですが、それらを加工
した佃煮や缶詰はお土産として人気が高いです。

東
洋
大
学
の
学
生
と
調
査
活
動

す
る
青
木
辰
司
教
授
（
中
央
）


